
令和２年度 幼稚園評価について 
                            東金市立正気幼稚園 

 
１ 幼稚園評価のねらい 

   東金市立幼稚園では、各幼稚園の教育目標に向けて教職員がその教育活動についての成果や課題を 

  明らかにし、地域や家庭の声を園の運営に反映させることによって、今後の教育活動をさらに充実さ  

せていくことを目的とし、幼稚園評価（保護者アンケート）を実施しました。 

 

２ 園の教育目標 

 げんきな子（夢中になって遊ぶ子） 

やさしい子（思いやりのある子） 

がんばる子（いろいろなことに挑戦しようとする子） 

 

３ アンケートの結果と分析 

８３名の方に配布し、８２名の方から回答をいただきました）                                       

                                              （％） 

  回収率  ９８．７％ 

《提出者数》 年少組 17 名中 16 名  
年中組 35 名中 35 名  
年長組 31 名中 31 名   計 82名 
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幼稚園の教育活動について質問します。幼稚園は・・・ 

１ 

目指す幼児像「げんきな子（夢中になって遊ぶ子） 

やさしい子（思いやりのある子） 

がんばる子（いろいろなことに挑戦しようとする子）」 

へ向けた保育をしていますか。 

 

 

をしていますか。 

98 0 2 

２ 子ども一人一人に応じた丁寧な援助や指導を行っていますか。 96 0 4 

３ 基本的な生活習慣（挨拶・着替え・片付け・食事等）を育てていますか。 98 0 2 

４ 子ども一人一人に温かい態度で接し、信頼関係を築いていますか。 96 0 4 

５ 不審者や来訪者への対応は安全面への配慮がありますか。 97 1 2 

６ 遊具や施設などの安全管理や事故防止に努めていますか。 94 0 6 

７ 清掃・花だんの手入れ・草取りなど環境の整備に努めていますか。 99 0 1 

８ 預かり保育は、子育て支援に役立つと思いますか。 100 0 0 

９ 園だより等の広報配布物や、掲示板での写真の掲示等はわかりやすいですか。 97 0 3 

あなたのお子さんについて質問します。お子さんは・・・ 

１０ 

友だちと元気に遊んでいますか。                 「げんきな子」      96 0 4 

友だちとかかわる楽しさを知り、思いやりの気持ちが育ってきていると思います

か。                          「やさしい子」 
95 0 5 

いろいろなことに挑戦しようとするようになってきていると思いますか。  

「がんばる子」 
99 0 1 

１１ 幼稚園に行くのを楽しみにしていますか。 96 2 2 

 

 



 

 

幼稚園にアンケートに関する分析及び回答 

 

【考 察】１１の質問項目について、100％に近い回答をいただきありがとうございました。「いいえ」「どちら 

  ともいえない」の評価を多くいただいた項目について、園の考えをお知らせいたします。 

 

 ○項目 6 「遊具や施設などの安全管理や事故防止に努めていますか。」 

➡遊具については、月１回の安全点検及び毎朝の安全チェックで確認をおこなっています。また、 

使い方については、年度当初各ご家庭にも「遊具の正しい使い方」を配付させていただき、園で 

も確認するようにしていますが、遊んでいるうちに乱れてくることもあり、その都度指導して 

います。今後も事故につながるような前兆を見逃さず、繰り返し指導してまいります。 

 

○項目１０「友だちとかかわる楽しさを知り、思いやりの気持ちが育ってきていると思いますか。 

（やさしい子）」 

    ➠子どもの「心の育ち」は目に見えづらく、捉え方が難しいものです。幼稚園では、まず友だち 

     や先生、異年齢児等様々な「人」とふれあう機会を大切にし「人とかかわることの楽しさ」を 

感じる体験をたくさんしてほしいと思っています。人とかかわると、楽しいことや嬉しいこと 

だけでなく、思いがすれ違ったり、誤解が生じたり、けんかになったり･･･いろいろなことが 

あります。そんな中、自分以外の人の気持ちに気づいたり、思いに共感したり、励まそうと思 

うようになったり、助けてあげたいと思ったり･･･そんな感情がほんの少しずつ芽生えてきま 

す。人とのかかわりが希薄になりがちな今だからこそ、人や物に対する何気ない小さな「思い 

やりの気持ち」を見逃すことなく、大切に育てていきたいですね。 

 

 


